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Abstract
Individual analysis of TV shows is often done, there is not much that is spoken about program production techniques 
systematically from a technical point of view. It is not possible to analyze individual TV shows that have already been lost. 
Video production techniques can understand technical trends on a macro basis by extracting technical descriptions from 
materials. At the same time, you can find out how technical developments have influenced production techniques. And the 
macro perspective is still valid today.
Macro view on production technique of video recording technology in the age of 4 head 2 inch 
VTR from literature
キーワード：技術的視角、メディア比較、放送技術、録画技術



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































vii	 2 インチのオープンリールVTRでは 4ヘッドでモノラル音声
であったために、音声多重化放送が始まると、利用に耐えら
れなくなっていった。稲津（2005）を参照されたい。
viii	江原（2007：1567）が解説しているとおり、「2インチVTRが
導入された 1950 年代末には、録画テープの価格は、小型自動
車が購入できるくらいに高価であった」また、小山（2010：
17）も同様の指摘をしている、「VTRのみならず、1番組に何
本も使用するビデオテープも高価であったので、保存よりも
テープの再利用に重点が置かれていた。」
ix	 高橋・菅野・酒澤（2009）の「映像制作技法に基づくテレビ
番組中の重要情報検出」といった研究などはそのいい一例だ
ろう。リバースエンジニアリングの様に既存の完成された番
組から制作技法の抽出するやり方は多くのサンプルが必要と
なるのも事実である。
x	 後述するが、実際には初期のVTRヘッドの機構からスプライ
シングによる編集は可能であった。「フィルム編集と同じよう
に、パッチスプライスから始まったVTR編集」（板谷・小川・
伊藤：1978，p860）を参照のこと。
xi	 例えば、「国内最初の国産試作機として、見事にテレビ再生し
たもので、フィルム録画キネスコープの再生画に較べて、は
るかに原画に近い再生画を確認出来た点では感動的であった」
（稲津：2005）とふり返っているように、当時の再生画質とし
てはアンペックス社方式のVTRが最高峰であった。
xii	 真横に現れるブラインドのように縞模様なムラが生じる。
xiii	例えば、石田・大谷・岩本が提案しているような「キュー信
号トラックを有するマルチオーディオVTR」という発表はそ
のひとつだろう。
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